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双
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史
博
物
館
に
あ

る
ほ
か
、
古
文
書
も
金
沢
市
玉
川
図

書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
復
元

へ
の
資
料
に
は
比
較
的
恵
ま
れ

て
い
る
と
あ
っ
て
、
焼
失
か

ら

一
世
紀
以
上
を
経
て

の
復
元
に
、
関
係
者

か
ら
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
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笹田 竜之  文

金沢市暁町18-21 上田アパート201号

愛知県稲沢市小沢 3-14-3

志賀 寛人  工

金沢市石引2-9-17 小立野台ハイム3-B

奈良県高畑市 田5

角谷 誠   工

金沢市鈴見町 7街区9番地 館クセス

愛知県西尾市上噸 訂-6

津田 俊平  教育

金沢市東兼六町11-21茨木ハイツ202

愛知県名古屋市北区金城4-5-9
矢内 祐一  工

金沢市石引 2-解-3 桂荘m2

岡山県苫田郡鏡野町竹田1%

iゴ子 の 拶彗夢 と 部 の 近 況

40期 山崎 茂雄

「なんで山に登るの?」

と人に聞かれると、すごい困ってしまう。はっ

きり言って返す言葉がない。

確かにこの二年間で山を身近に感じられるよ

うになり、何も知らなかった入部当時に比べれ

:よ 多少なりとも山に対する知識は蓄えられた

気がするし、山の良さも分かるようになった気

がする。でも、それを人に伝えたり、教えたり

することがなかなかできない。それは、自分の

中にどこか山を嫌っている部分を持ち合わせて

いるからかも知れない。

そんな人間がこの部の主将を務めることなど

荷が重過ぎ、本来あるべき主l等の姿とのギャッ

プにもがきながら過ごしている毎日である。こ

れから失k自分がどれほど山に登るかは分から

ない力ヽ その中で少しでも自分にプラスになる

232-8081
05舒 一舘-02Ю

232-9728
0742-銘 -0120

262-5879

222-8120
052-914-1722

222-8908
0868-54-2433

ものを見つけ、この部の経験を生かせたら、い

つか山の素晴らしさを表現できるNElになれる

気がする。そして、そうなった時初めて、この

部の主将の重さを感じ取れるのではないだろう

力、

さて、部の近況です力ヽ 新入生は10名入り、

例年どおりの数となった。新入生 トレーニング

山行は、昨年の戻T山から高二郎に戻し、5月

31日 から6月 2日 にかけて行った。天候に恵ま

れ頂上まで行ったものの、前高二郎から高三郎

までの道はなかなかに厳しかった。また、虫の

多さには開口した。

現在の1管動状況としては、夏合宿に向け、学

校の回りを走ったり、サッカーをしたりしての

体力維持・向上に努めている。
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*言
墓冨

偵
最小賣

島
彙西

2磐
』 川本 阪 本 後藤 上田

*冬 合宿 荒島岳  12/25‐ 28

CL西 田  CSL小 泉
*響
毒出

雪圭型響
山
⊆浦

/誓
f4竹内 得田

*属三夢lPW  2/28～ 3/6

L佐 川 SL山 本 三浦 上 田 小 川

*言
京喜

偵
量岩層

松
貢本

/胡
業

1西
田  上 田 金吉

*屍
宗唇  見1曇 倉

/1:f%1名
 三 年 4名  二年 3名  一年 5名 )

*1.2年 山行

<京 都 3/10～ 12>
し村井 SL小 川 前川 森 田 長 谷 川

舌軍曇
山

ごL豆 奮
山

山著

29雷
%>谷 本  得 田  竹 内

壬警套

ケ
霊掛嘉 加藤  林  市 山  佐 藤  河村

97各 ユI蔓

*雪上訓練 白山 5/3～ 5
L上 田 SL金 吉 佐川 小川 市 山  佐 藤  竹 内 河村 森田

*新 トレ偵察 高三郎 5/10～ 11

L前 川 SL小 川  (3年 6名  2年 9名 )

*新 トレ 高三郎 5/31ヽ 6/2
CL前 川  CSL小 川  (4年 3名  3年 7名  2年 9名  1年 11名 )

夏 合宿
*八 ヶ岳パ ーテ ィー 6泊 7日  8月 上 旬
L小 川 SL高 岩 市山 佐藤  青 木  矢 内

蓼科山一大岳 一横岳 ―東天 狗 岳 ―西天 狗岳 一根石岳 一硫 黄岳
一赤岳 一編笠 山一観音 平

・第一回 トレーニ ング山行  大 日山  6/28～ 29
L小川 SL高 岩  佐藤  青木  矢 内  傍島
第二回 トレーニ ング山行  自山  7/4～ 6
L佐藤 SL小川 高岩  青木  矢 内
(交通事故によ り中止 )

*ゴヒアルフ
゜
スパ ーテ ィー  7泊 8日  8/2～ 10

L上 田 SL村 井 林 竹 内 川俣  志 賀

立山室堂 一雷鳥平 ―雄 山 一五 色 ヶ原 ―越 中沢岳 一薬師岳 一祖父岳
一三俣蓮華岳 一双六 岳 ―槍 ヶ岳 一新 穂 高温泉

第一回 トレーニ ング山行  白山  7ノ
′
5‐ 6

Ltt sL上 田 村井 竹内 川 俣  志 賀

*南 アルプス北上 パーテ ィー 8泊 9日  8/1～ 9

L中 野  SL山 崎 田村  河 村  谷本  笹 田 津田 久 保寺

塩川小屋 一三伏峠 一塩見岳 ―北 荒 川 岳 =農 鳥岳 一間 ノ岳 一北岳
一仙丈 一北沢峠 =甲 斐駒 ヶ岳

第一回 トレーニ ング山行  日三方 岳  6/21‐ 22

L山 崎 SL中 野  上 田  田村  河 村 谷本 長谷川 竹 内 笹 田 津 田 久保寺
第二回 トレーニ ング山行  白山  7/5‐ 6

L田 村 SL中 野  山崎  河 村  谷 本  笹 田 津田 久 保寺
*南 アルプス南下 パ ーテ ィー 8泊 9日  8/3‐ 11

L掛 布 SL前 川 長谷川  森 田 得 田 角 谷 岩崎
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苦婚覧曇 冒輩襖轟言二川未屋
北 岳 一間 ノ岳 =農鳥岳 一北荒 川岳

::]lili`を i「

得

:[森 ]桑
も

[i聰 矢 i川

 川 俣 志 賀

編 集 後 記

ノロノロ台風の御蔭で (被災された方々へ出心よりお見舞い申し上げます)夏山は

散 。々控えにおいておいた雨飾山の往復でお茶を濁すことになりました。同行者達は

思わぬ温泉泊まりに「こんな山行きの方が骨休みになるわ」と満足そう。

その小谷温泉山田旅館で、深日久弥のビデオを見せてもらうことができました。雨

飾山に同行した友人医:秒)ヽ 当時の1年分の給料をはたいて買ったカラー8mnで映し

たものをビデオに編集しなおしプレゼントしてくれたもの。おそらく久弥の山のカラ

ービデオはこれだけだろうといういわくつきでした。

にじんだような色ながら、当時の8 mmはどんなに重かったものか―。画面に妙齢の

婦人が映っています。道のない山へ同行するような方は、日本山岳会の某といったあ

たりなのかと思ったら、奥様でした。頂上の石仏の前で揃ってお弁当を広げている姿

は今を時めく中高年登山者夫婦そのもののほほえましさ―‐。

百名山の雨飾山の項には、恋こがれてやっと3度目に登頂できたとは書いてあるけ

れど、夫人同伴で楽しんだことなど一言も書かれてはいません。当たり前過ぎること

だったのか、文学に家庭の匂いは入れたくなかったのか一「私たち」の表現に今はか

すかにShyを感じつつ、読み直しています。

移
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